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聴覚障害学生の在籍数
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（日本学生支援機構,大学・短期大学及び専門学校における
障害学生の修学支援に関する実態調査報告書より）

※内訳不明

1,654名
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大学

30.6%

短期大学, 3%

高等専門学校, 2％

在籍なし

64%

聴覚障害学生在籍状況

聴覚障害学生の在籍
＝422校（35.6％）

（日本学生支援機構（2014）大学・短期大学及び専門学校に
おける障害学生の修学支援に関する実態調査報告書より）

N=1185
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聴覚障害学生に対する授業支援の状況

（日本学生支援機構（2015）大学・短期大学及び専門学校におけ
る障害学生の修学支援に関する実態調査報告書より）
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手書きノートテイク

手話通訳

パソコンノートテイク

ビデオ教材への字幕挿入

FM補聴器・マイク使用

注意事項等文書伝達

教室内座席配慮

実施 実施なし
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障害者差別解消法の適用範囲

行政機関等 事業者等 事業主等

不当な差別的
取扱いの禁止

合理的配慮の
提供
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法的義務

法的義務

法的義務 法的義務

法的義務
努力義務

行政機関
公立学校
国公立大学

民間企業
レストラン
映画館
私立大学

職場
（民間企業を含む）



ただし･･･

合理的配慮

障害者から社会的障壁の除去を必要としてい
る旨の意思の表明があった場合には、社会的
障壁の除去の実施について必要かつ合理的な
配慮をするよう努めなければならない
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意思の表明がなければ
合理的配慮提供の義務は発生しない
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参考資料
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（連携大学・機関／2015年7月現在）

日本聴覚障害学生高等教育
支援ネットワーク

地域ネットワークの形成支援

遠隔情報保障ネットワークの構築

モデル事例の構築と成果発信

各種シンポジウム・研修会の開催
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